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産
業
・
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
抱
え
る
技
術
課
題
が
、

こ
こ

年
で
解
決
す
る
と
の
有
識
者
に
よ
る
予
測
が

あ
る
。
だ
か
そ
れ
は
極
め
て
楽
観
的
で
あ
る
。
技
術

課
題
を
担
当
す
る
国
内
の
研
究
者
・
技
術
者
が
限
ら

れ
て
い
る
た
め
で
、
イ
ン
フ
ラ
管
理
に
必
要
な
非
破

壊
検
査
を
行
う
研
究
者
を
増
や
す
こ
と
が
国
家
的
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　
材
料
劣
化
の
非
破
壊
評
価

の
一
例
と
し
て
、
き
裂
先
端

塑
性
域
の
高
調
波
像
を
図
１

に
示
す
。
新
潟
県
中
越
沖
地

震
で
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電

所
配
管
が
受
け
た
極
低
サ
イ

ク
ル
疲
労
損
傷
度
を
各
種
超

音
波
法
に
よ
り
評
価
し
よ
う

と
し
た
が
、
有
意
な
結
果
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
。
延
性
を

持
つ
構
造
用
鋼
で
は
疲
労
き

裂
進
展
に
先
立
ち
塑
性
域
が

形
成
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
非

破
壊
的
評
価
が
望
ま
れ
る
。

図
１
で
は
、
水
浸
局
部
共
振

高
調
波
法
に
よ
る
、
約
２
・

５

だ
け
疲
労
き
裂
を
進

展
さ
せ
た
、
厚
さ
３
・
６

の
鋼
板
き
裂
側
面
塑
性
域

お
よ
び
き
裂
先
端
塑
性
域
を

示
す
。
板
厚
方
向
の
共
振
周

波
数
を
持
つ
数
十
サ
イ
ク
ル

の
バ
ー
ス
ト
波
を
入
射
し
、

そ
の
高
次
高
調
波
振
幅

中

央

と
送
信
開
始
か
ら
の
時

間
差

右

を
可
視
化
し

た
。
中
央
の
図
で
は
、
き
裂

側
面
と
き
裂
先
端
斜
め
下
方

に
、
右
図
で
は
き
裂
先
端
左

右
に
高
輝
度
部
が
表
示
さ
れ

る
。
ま
た
左
図
の
表
面
写
真

の
リ
ュ
ー
ダ
ー
ス
線
が
中
央

図
に
八
の
字
状
に
黒
く
表
示

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
規

模
降
伏
を
伴
う
き
裂
先
端
塑

性
域
を
、
企
業
化
調
査

フ

ィ
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ス
タ
デ
ィ

ー

と
し
て
は
可
視
化
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
図
２
に
は
、
火
力
発
電
用

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
遮
熱
皮
膜

の
熱
劣
化
を
模
擬
し
た
、
イ

ン
コ
ネ
ル
基
盤
に
溶
射
し
た

Ｃ
ｏ
Ｃ
ｒ
Ａ
ｌ
Ｙ
膜
の
溶
射

直
後
と
１
０
０
０
度
Ｃ
、
５

０
０
時
間
保
持
後
の
表
面
波

速
度
分
散
の
変
化
を
示
す
。

中
心
周
波
数

の
線
集

束
表
面
波
探
触
子
を
用
い
て

表
面
層
を
伝
搬
し
た
レ
イ
リ

ー
波
を
収
録
し
、
位
相
ス
ペ

ク
ト
ル
を
用
い
て
表
面
波
速

度
の
周
波
数
依
存
性
を
求
め

た
。
溶
射
直
後
の
速
度
は
毎

秒
３
１
０
０

程
度
で
あ
る

が
、
高
温
保
持
後
に
は

以
上
で
毎
秒
３
３
０
０

を
超
え
同
２
０
０

ほ
ど
増

大
す
る
。
こ
れ
は
溶
射
膜
内

の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
高
温
で

大
気
中
の
窒
素
と
反
応
し
て

窒
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
粒
子
が

析
出
し
、
こ
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
粒
子
の
音
速
が
大
き
い
た

め
で
あ
る
。
フ
ィ
ジ
ビ
リ
テ

ィ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
と
し
て
は

こ
の
よ
う
に
、
遮
熱
皮
膜
の

劣
化
も
超
音
波
で
評
価
で
き

る
。
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欧
州
に
は
ロ
ー
マ
時
代
に

建
設
さ
れ
た
水
道
橋
が
、
英

国
に
は
１
７
７
９
年
建
設
の

鉄
橋
が
使
用
可
能
な
状
態
で

現
存
し
て
い
る
。
疲
労
限
度

以
下
の
繰
り
返
し
応
力
を
無

限
回
受
け
て
も
、
多
く
の
鉄

鋼
材
料
は
、
疲
労
き
裂
に
よ

る
破
損
は
生
じ
な
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。
適
切
な
防
食
処

理
を
定
期
的
に
実
施
し
腐
食

を
防
げ
ば
、
理
想
的
に
は
半

永
久
的
に
使
用
で
き
る
は
ず

で
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も

割
れ
部
か
ら
の
浸
水
に
よ
る

中
性
化
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反

応
が
生
じ
な
け
れ
ば
数
百
年

持
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　

　
今
後
、
人
口
減
に
伴
う
経

済
・
国
家
予
算
規
模
の
縮
小

が
不
可
避
な
日
本
に
お
い

て
、
イ
ン
フ
ラ
の
新
設
・
大

規
模
更
新
は
極
め
て
困
難
で

あ
る
の
で
、
現
有
設
備
の
延

命
が
必
須
と
な
る
。
そ
の
た

め
、
人
間
ド
ッ
ク
と
同
様

な
、
イ
ン
フ
ラ
の
非
破
壊
検

査
と
健
全
性
診
断
、
そ
れ
に

基
づ
く
適
切
な
補
修
が
不
可

欠
で
あ
る
。

　
イ
ン
フ
ラ
管
理
に
関
連
す

る
技
術
課
題
に
つ
い
て
、
文

部
科
学
省
科
学
技
術
・
学
術

政
策
研
究
所
が
２
０
０
９
―

年
に
実
施
し
た
、
デ
ル
フ

ァ
イ
科
学
技
術
予
測
調
査
の

実
現
お
よ
び
社
会
適
用
の
予

測
を
表
に
示
す

一
部
表
現

を
変
更

、
選
定
さ
れ
た
技

術
課
題
が
５
年
以
内
に
実
現

し
約

年
後
に
は
社
会
に
適

用
さ
れ
る
と
い
う
、
極
め
て

楽
観
的
見
込
み
が
提
示
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

課
題
を
担
当
で
き
る
国
内
の

研
究
者
・
技
術
者
数
が
極
め

て
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
現

状
の
研
究
・
開
発
体
制
の
下

で
今
後
数
年
間
に
こ
の
課
題

を
解
決
す
る
こ
と
は
、
一
部

を
除
い
て
、
極
め
て
困
難
で

あ
ろ
う
。

　
科
学
研
究
費
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
よ
り
「
劣
化
損
傷
×
非

破
壊
評
価
」
で
検
索
し
て
得

ら
れ
た
テ
ー
マ
は
、

年
間

で

件

７
人

に
す
ぎ
な

い
。
科
学
研
究
費
の
採
択
率

は
２
―
３
割
で
あ
る
の
で
、

申
請
し
た
研
究
者
数
は
数
十

人
程
度
と
想
定
さ
れ
る
。
こ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
以
外
で
同
種

の
研
究
を
進
め
て
い
る
研
究

者
、
大
学
以
外
の
研
究
機
関

で
劣
化
損
傷
の
非
破
壊
評
価

・
検
査
に
関
わ
る
研
究
者
を

含
め
て
も
１
０
０
人
を
大
幅

に
超
え
る
こ
と
は
な
い
で
あ

ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組

む
産
官
学
の
研
究
者
・
技
術

者
数
を
増
大
さ
せ
、
こ
の
課

題
の
実
現
を
加
速
す
る
た
め

に
は
、
旧
経
済
産
業
省
原
子

力
安
全
・
保
安
院

Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ

が
実
施
し
た
「
高
経
年

化
対
策
強
化
基
盤
整
備
事
業

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｍ
―
Ｎ
Ｐ
Ｐ

の
よ
う
に
、

年
程
度
の
長

期
間
に
わ
た
り
、
こ
の
分
野

の
研
究
開
発
・
実
証
試
験
に

対
し
て
必
要
な
資
金
を
国
が

提
供
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
、
今
回
の
事
業
で
は
毎

年
科
学
研
究
費
補
助
金
総
額

の
約
１
％
に
近
い
委
託
研
究

費
が
、
原
子
力
発
電
所
機
器

の
劣
化
損
傷
機
構
の
解
明
、

劣
化
損
傷
の
非
破
壊
検
査
・

評
価
法
な
ど
の
開
発
・
実
証

の
た
め
に
交
付
さ
れ
て
き

た
。
経
年
劣
化
損
傷
の
検
出

・
余
寿
命
評
価
が
必
要
な
の

は
、
道
路
・
橋
梁
だ
け
で
な

く
、
発
電
、
石
油
化
学
プ
ラ

ン
ト
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ

に
共
通
す
る
。
表
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
は
、
「
イ

ン
フ
ラ
の
非
破
壊
検
査
と
健

全
性
診
断
」
に
対
す
る
省
庁

横
断
的
な
公
的
研
究
開
発
費

の
大
規
模
な
支
出
が
必
要
で

あ
る
。

　
非
破
壊
検
査
・
評
価
に
関

わ
る
専
門
学
協
会
と
し
て
、

日
本
非
破
壊
検
査
協
会

Ｊ

Ｓ
Ｎ
Ｄ
Ｉ

と
、
日
本
非
破

壊
検
査
工
業
会

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｔ

が
存
在
す
る
。
近
年
Ｊ

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｔ
に
開
発
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
会
員
企
業
が
分

担
し
て
国
土
交
通
省
あ
る
い

は
他
団
体
か
ら
の
調
査
・
委

託
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
Ｐ

Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｍ
―
Ｎ
Ｐ
Ｐ
で
は
、

三
菱
総
合
研
究
所
が
委
託
研

究
を
実
施
す
る
複
数
の
ク
ラ

ス
タ
ー
と
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
の
調

整
・
取
り
ま
と
め
を
担
当
し

た
が
、
同
様
な
機
能
を
Ｊ
Ａ

Ｎ
Ｄ
Ｔ
が
担
う
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。


